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Abstruct

素粒子標準模型は SU(3)× SU(2)× U(1)ゲージ群に基づくゲージ理論であるが、その簡単な拡張として
標準模型粒子が電荷を持たない暗黒 U(1)ゲージ群を追加する暗黒光子模型が知られている。暗黒 U(1)ゲー
ジ対称性に対応したゲージボソンである暗黒光子は標準模型光子との混合を通じて物質粒子と相互作用し、暗
黒物質模型など、標準模型を超える物理において重要な働きをする。この暗黒光子には加速器実験や宇宙論か
らくる制限があるが、それらに加えて古くから行われている実験として、sub-GeV質量かつ光子との混合が
とても小さな領域に感度をもつ固定標的実験がある。本セミナーでは、暗黒光子模型についてレビューをした
のち、固定標的実験による暗黒光子の探索、および暗黒光子を媒介粒子とした暗黒物質の探索に関する最近の
研究を紹介する。
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